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　今年念願の発達センターのトイレの改修が行われた。今までのトイレは冷たい便器で、腰掛ける度にひ
やっとすると、センター教員には不評だった。今回の改修により、クライエントさんへのサービス向上の
意味で、かわいい色合いの壁に、スムーズに移動が可能であるバリアフリーの新トイレになったことは嬉
しいことである。
　話は変わって、巻頭言題のシャドーワーク（陰の仕事）とは、子ども虐待の先進国であるカナダでの研
修を受けた際に、筆者が初めて聞いた言葉である。目に見える仕事をすることは、周囲に認められるが、
あえて誰も知らないところで、その対象や仲間のためを念じて動くことをシャドーワークという。慈愛と
祈りの気持ちが根っこにあるという。
　トラウマ領域においては、特にセルフヘルプグループの仲間関係で用いられた歴史がある。
　今年、筆者自身、自分の降ってきた課題に向き合うために沢山の周囲の方々に助けて頂いたと思う。実
際、目に見える行為には感謝の気持ちを伝えたが、それ以外にもシャドーワークがあったと感じる。そう
思えることは、喜びや尊い気持ちになり、自分自身もシャドーワークができる人間になりたいと願う。こ
の場をかりてシャドーワークをしていただいた方々に感謝をしたい。
　最初のトイレの話に戻る。トイレは、本来日蔭の存在である。家の中の全体を考えても、一番の注目を
ひく場所は光がさすリビングや食事を提供するキッチンでありそこに華がある。
　筆者は私的には、里親養育4年目であるが、当初里子との関係での試し行動に翻弄された。その対応と
して距離をとり、一人トイレに篭る。狭い中で座りながら里子がドアをける、自らももがく、自己の苦痛
を耐える、呼吸を整え、祈る、里子との距離がとれてお互いにハグをして子守唄をうたい寝かせる。その
後自己を見つめる、自己に幻滅する、何か発見する、の作業も再びトイレで行う。今考えるとトイレとい
う狭い空間はシャドーワークをしてくれていた、私や里子を助けてくれたと、気付く。そして今もどこか
でこちらの奮闘を見守ってくれていると感じる。
　今年改修された発達心理臨床研究センタートイレについても、沢山のシャドーワークを今までも、そし
てこれからもしてくれるように思う。
　クライエントさんやわれわれを見守りそっと存在してくれると筆者は信じている。
